
　学習科学（Learning Sciences）とは、人が学ぶとい
うことについて、理論的・実践的に探究する学問分野で
す。この学問分野には、心理学や認知科学や文化人類学、
さらには教育学や計算機科学などをバックグラウンドに
持つ研究者が参画しています。これらの研究者が学際的
に共同して、人が知識や能力を獲得する学びのメカニズ
ムを解明することと併せて、人の学びを支援・促進する
諸条件を明らかにすることを目指しています。
　学習科学は、誕生してから約30年という新しい学問
分野ですが、世界の教育改革に大きな影響を与えていま
す。例えば、2000年には、過去10年間の学習科学の研
究成果を概説した報告書 “How People Learn”（人は
いかに学ぶか：邦訳書名は『授業を変える』）が出版され、
世界の70以上の国や地域の教育改革・施策に導入され
ています。また、21世紀型スキルや協調問題解決といっ
た近未来を見据えた教育、とくに、新しい知識・技術・
価値を創造する将来の子どもたちの育成を目指したイノ
ベーティブな教育に応用できる理論や方法を提案し、教
育現場で改革の成果をあげています。
　しかしながら、わが国においては、学習科学への関心
が高まっているものの、国際的に展開されている学習科
学の教育への応用について、その全体像や最新の実情が
報告されていませんでした。そこで、本研究では、科学
教育、教育工学、認知科学、教育心理学、教育方法学な
どとともに学習科学を専門とする研究者からなるチーム
を組織して、世界各国にある学習科学の研究拠点につい
て学術調査を行っています。

研究の成果
　今年度までに、学習科学応用型の教育理論と教育方法
を活用できる人材育成に焦点を当てた調査研究を行って
きました。先進的な諸外国においては、学習科学の教育

における重要性が早くから認識され、複数の研究拠点が
形成されています。そこでは、学習科学の専門家を養成
するための教育プログラムが整備されています。現在ま
でに、アメリカのワシントン大学、ラトガース大学、ミ
ルズ大学、フロリダ大学、カナダのトロント大学、香港
の香港大学を対象とした教育プログラムの学術調査と分
析を終えています。
　その結果、教育プログラム担当教員の専門性に加えて、
プログラムが設置されている教育・研究組織の特性を活
かしたカリキュラムの特徴や、学習科学に特徴的な研究
方法論「デザイン研究」に関する講義・演習・実習など
の内容や運用の実態を明らかにすることができました。

今後の展望
　今後は、ヨーロッパやオセアニアも含めた国々の学習
科学の研究拠点に関する調査を推進する予定です。これ
らの海外学術調査の結果を教育政策や教育実践のための
エビデンスとして提供することで、学習科学を応用した
教育をわが国へ導入し、世界をリードする将来の人材を
輩出できるような教育政策や教育実践を実現することに
ついて、学術的な立場から貢献したいと考えています。

研究の背景
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